
令和５年度全国ビジネス文書教育研究協議会 報告 

開催日：令和６年２月１０日（土）１３：００から 

（オンライン開催 Webex Meet アプリ利用） 

参加者：徳島県立富岡東高等学校     橘    靖子 

１．開会行事 

２．講話   文部科学省 初等中等教育局 参事官（高等学校担当）付 

         産業教育振興室 教科調査官 田中 圭 先生 

 

「商業教育の現状と課題」 

〇 ビジネス文書教育でどのような資質・能力を育成するのか 

       ビジネス文書の習得＝事務系の就職につながるのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 どの科目でビジネス文書の指導をしているのか … 多くの学校では情報処理ではないか 

情報処理の育成を目指す資質・能力 

（１）企業活動と情報処理 

（２）コンピュータシステムと情報通信ネットワーク 

（３）情報の収集と分析 

（４）ビジネス文書の作成 

（５）プレゼンテーション 

 

  

多くの学校で、企業と連携した商品開発などの取り組みがされている。企業と繋がった活動をするとき、企業への案

内文や報告の文書を誰が作成をしているか（多くの学校では先生方が作成されているのではないか？） 

検定で身に付けた知識や技術を活かせるような働き方をしなければいけない→検定での学習が活かされていない。 

企業活動とは、（１）～（５）に示したような内容を理解し、文書作成の技術を習得することで実務に即した指導となる。

それらを理解させないまま、１年生の４月から「検定があるから」という理由だけでビジネス文書の指導をしてしまうと

学習指導要領へのズレが生じてしまう。検定試験を通して、ビジネスの場面を想定した学習活動を行い、生徒が活用

できる場面を作っていくことが大切である。 

 

３．ビジネス文書実務検定試験について 

（１）出題方針 

 ・大きな変更なせず出題 

図１・図２ 近年の進路状況のグラフよ

り、商業科の生徒は事務職以外の職種

を希望する割合も多いという現状があ

り、どのような人材を育てれば良いかを

考え指導に取り組む必要がある。 

図１ 図２ 

学習指導要領「情報処理」より抜粋 

どのような学び方が必要か? 

どのような学習活動が必要か? 

 



 ・「手引き」第４版‐２（令和５年２月）より出題 

（２）速度部門 

 ・検定試験の前に、予測入力機能を OFF にするよう指示をしておく。 

 ・審査によってはエラーのカウント方法が数種類になる場合がある。生徒の不利にならないように採点する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

（３）筆記部門 

 ・出題の範囲が広くなったため、過去にない出題についての指導が必要（「手引き」第４版‐２参照） 

（４）実技部門 

 ・審査表について（変更箇所について） 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）その他 

 ・令和６年度ビジネス文書指導者講習会については実施しない 

 ・令和６年度第７１回全国高等学校ワープロ競技大会について 

   令和６年８月１日（木）東京都立産業貿易センター台東館にて実施 

 ・ワープロ競技大会において、いわゆる「ゲーミングキーボード」の使用は可能か？ 

   光る部分を OFF にしておけば使用可能 

 


